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検出器の性能改善として，白金シリサイド (PtSi) ショットキバリア構造を用い Si 基板上に配線
金属なしに直接 PtSi を薄膜化することで 1 桁以上の量子効率改善が達成されることを示した。この改















































(Charge Sweeped Device)，略してCSD) 方式を開発し， 512 x 512画素ショットキーバリア型赤外撮
像デバイスを設計試作し， これを実用化した。
以上述べたように，本研究はショットキーバリアを用いた新しい量子型赤外撮像デバイスを開発し，
従来と比べて，その高速応答性ならびに高解像度の赤外線イメージング撮像の基礎技術を確定したも
ので，画像工学の進歩に貢献するところ多大で，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認め
る O
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